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【外国の博物館】

スイス交通博物館

植田信行

9月初旬ともなるとフィアグアノレトシュテッタ ー湖を 評価lζ異論を唱えるものはいないであろう。乙の名高い

わたる風は，もうすっかり秋の気配がしていた。ノレッツ 博物館の館長A ・ グアノレディス博士と運営面での意見交

エノレン駅からタクシーで湖沼いに走っていくと，見覚え 換をしたいというのが私の訪問の目的であった。

のある博物館の建物が姿を現し始めた。運転手が車を入 スイス交通博物館長に会って 乙乙数年来， 手紙のや

館者入口へ着けようとするので ， 事務棟の玄関を指示す りとりをしていたグアノレディス館長は旧知のどとく私を

ると . r 日本人も大勢ζ 乙まで乗せてきたが，入館者入 迎えてくださった。そして私の来意をもう一度確かめら

口から入らない日本人はあなたが初めてですよ 。J と 言 れると. r各々の担当者よりも私自身がお答えするのが

われた。 最適かと恩います。」と言ってくださった。その日は都

ノレッツェノレジ駅を降りると日本語の 「交通博物館」も 合 lとより小一時間話をしただけであったので， 更に詳し

併記した案内表示があちこちで見かけられる。 1959年の い質問事項については箇条書きにして博物館へ郵送し，

開館以来， 世界の交通博物館， いや全ての博物館の中で 10 日後に再び訪問することになった。約束の日時に再び

も乙の「スイス交通博物館」が屈指のものであるという 館長を訪れると ， 私の質問に対する答えがタ イ プ用紙 3

枚にわたって準備されていた。それを見ながら補充質問

と突っ込んだ怠見交換をする ζ とができたのは幸いであ

った。 たまたま私の欧州滞在が 2 か月に及ぶがゆえに可

能な方法であったが 1 回限りの面会とは異なり ， 聞き

たい点については余すζ となく質問もさせていただいた

し ， 十分な怠見交換もできたという点においては，何よ

りの成果を得る乙とができたように思う。

概要と職員 前述のタク シーの運転手ではないが，数

多くの日本人がこの博物館を訪問 しており，今さらの観

もあるので運営面に的を絞って紹介するととにする 。 広

大な敷地の中には12の建物があり ， 各々の建物は地下を

含めても 3 層止まり ， 建物と建物は隣接するか， もしく

は連絡通路で結ぼれており ， 極めて機能的な配置になっ

ている。展示内容は隆， 海， 空の交通のみならず宇宙旅

行， 郵便， 電信電話， 観光の全部門にわたり，プラネタ

リヲムもある 。 従って「交通博物館」というよりも「交

iill ・逓信・電気通信総合博物館」と称すべき存在である。

これを支える職員は約 105 名 ， その内常勤職員は約 3

分の 1 K しか過ぎず， 残りの 3 分の 2 はパート・ タイム

を含めた非常勤職員である。職員の配置状況は資料 ・ 写

真担当などを含めて運営管理部門15名 ， 付属のプラネタ

- 1 ー



Vol. 9. No. 6 全科協ニュース

リクム 3 名 ， 電気技術者などを含めた保守工作部門が15

名である。そして入場券売場，売店， 監視係などは総計

約65名程度で， これらの職種は全て非常勤でまかない，

かつシーズシによ ってその員数も調整する。 ζ の辺りに

も経営上の苦心がうかがわれる。監視係のほとんどは他

の博物館と同じく国鉄などの退職者を採用している。

経費と会員制度 博物館の年間予算は 420 万スイスフ

ラン (1978年). 1 ブラシは約 130 円なので約 5 億 5 千万

円ということになる。 一見すると豊富にみえる額ではあ

るが，館長自身乙の大規模な館をとの枠内でやりくりす

ることの難しさを一番に嘆いておられた。驚いた乙とに

は，欧州では当然と思われている政府や公共団体からの

補助金もしくは助成金が，この博物館については皆無な

のである。 420 万スイ ス ・ ブラジの収入内訳は入館料収

入が71パーセント ， 食堂賃貸料などの関連収入が14パー

セジ卜，そして残りの 15パーセシトがζ の博物館独自の

制度である会費収入ということになる。

乙 ζで収入の中で大きなクェイ卜を占める会費収入，

すなわち「交通博物館」の会員制度について触れておか

ねばならない。個人だと年間20スイス ・ フラン，法人だ

と 100 スイス ・ フランを支払うと誰でも会員になれる。

見返りとしては博物館への無料入場，定期刊行物などの

配布，博物館主催の研究派行や集会への参加ができる程

度で ， とりたてて特典があるとは言い難い。しかし現在

個人会員で 1 万人を越し，法人を合せると約 1 万 2 千人

の会員を有している。結局は ζ の会費が博物館の運営を

助けているわけで ， 見返りとを比較すれば会員制度と言

っても早い話が「博物館を支える会」と言ってよいわけ

である。法人会員にはほとんど大手の交通関連会社，

州，地方自治体が名を連ねている 。 行政面で今なお直接

民主々義の色彩の強いスイスでは，補助金とか助成金の

形よりも ， このような会員形態の方が支出しやすいのか

もしれない。博物館サイドにしても特定の団体からの巨

額な援助より，自主独立の点からもメリッ ト があるかと

思われる。しかしこのような制度が日本でも可能かとい

うと話は別である。それが会員組織であっても，善意l乙

基づくものではなく ， 会費を払っているという特権意識

だけを助長するマイナス面の方が大きいのではないだろ

うか。博物館に自分のできる範囲での一助を投じ， それ

でいて見返りを求めないポラシティア精神が我が国に根

づくのはいつの 日のことだろう。西ドイツにある蒸気機

関車保存協会， ここも会員制で台所は決して楽ではない

が，乙乙のパジプレ ットを見ると「スイス交通博物館の

会員」であることが誇らし気 11:記載されている。国を越

えて地に根を張った乙のよう な広がりは，時間がかかっ

ても日本でも是非広げたいと痛感した。

従ってどんな観点からみても博物館の自主独立が保た

れており，館長は「財政的には苦しいが， やはり自前の

金でやるに越した ζ とはない。」と語ってくれた。 その自

信に満ちた態度は，先程まで財政上の ζ とを嘆く苦渋の

にじむ顔とは対照的で ， ひときわ印象に残った。ただし

屋外展示しである鉄道車両と飛行機についての維持費は

スイス国鉄とスイス航空が引き受けているそうである 。

売店と食堂 前に一度見学してはいたが，今回もう一

度内部を見学させていただいた。展示などに関しては省

くが，運営面から見ると参考になりそうなととも多くあ

り，そのよい例は売店であろう。絵薬害は言うに及ば

ず， ワッペン，初日消印の切手など種類も豊富で，それ

でいてスーパー ・ マーケット式になっているので ， 係員

はレジの所 11: 1 人いるだけである。食堂はセノレフ ・ サー

ビス式が大きなスペースを占めているが， ゆっくり食事

をしたい場合にはレストラン形式のものもあり，乙ちら

は若干料金が高め。中庭には古い蒸気船を利用した軽食

堂と，屋外の鉄道車両展示物にも食堂車を利用した食堂

設備(私の訪問した日は閉鎖されていたので内容は確か

めていなしウがあり，いずれも売り上げに応じて賃貸料

を博物館に支払う仕組みである。

自動改札装置 屋外lζ コンベア 990 型のジェット機が

最近展示されたと聞いていたので近づくと，コインを入

れると 1 人ずつ入れる自動改札装置があり，有料であ

る 。 入場料をとった後で， もう 一度お金をとるのは遊園

地の専売特許かと思っていたので尋ねてみると，乙の展

示には輸送貨を含めて50万スイス ・ フランを要した乙と

と，内部を公開するために空調を動かし，常に 2 人の監

視係を付けているので経費を捻出するために有料制にし

ているとの答が返ってきた。有料制について苦情はない

かと聞くと ， 展示の飛行機は他の鉄道車両などと同様に

外側からは無料で見られるので問題はないということで

あった。我々はとかく無料を最善と考えるが， 乙の辺り

の害IJ り切り方も少し学んでもよいかと思い ， ふと無料化

で荒れ果てた東京都の庭園が思い浮かんだ。たまたま同

じ質問を監視係 Iとしていた観客がいたが，同じ趣旨のこ

とを監視係がよどみなく答えていた。有料制の場合，な

によりもまずそれを納得させる理店を明確にした上でな

ければならないということを感じた一瞬であった。そう

でないと苦情の矢面 IL立たされる職員が，一番の被害者

になる。

余分な人間は一切置かず， 言わば「減量経営」に徹し

ているため，資料部門の責任者と話をした時でも，入手

不足を嘆いていた。加えてスイス空軍を始め，国鉄など

あらゆる交通関係が，古くなった資料をゴミ箱へは捨て

ず，博物館へ寄贈する慣習が確立しているので，後から
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後から送りつけられる資料の整理が恩うにまかせないよ

うだ。何しろコピー・ サービスを含めて資料を直接担当

しているのは 1 人という状態であ る。

将来計画 将来への計画としては，裏手に発展の余地

を十分に残した敷地があり，更にノレッ ツュノレン市当局よ

り 1 万 4 千平方メ ート ノレの建築許可を得ている。主なも

のとしては約 500 万スイス ・フランをかけてハジス ・エノレ

ニ記念館(今年 7 月開館).更に 1981年には現在の航空 ・

宇宙ホーノレの地下にある船舶・観光・ ロープワェイ部門を

別の建物に独立させ，同時に中央暖房シスアムと付設工

場を作る計画がある。翌1982年 6 月 1 日は，スイスを南

北 IC貫く鉄道の要所ゴットハノレ卜 ・ トンネノレの開業100周

年にあたるので， 乙れに関連して「プットハノレ卜線」ホ

ーノレを新設し，現在スイス各地に保存されている関連鉄

道車両を一向に集める計画が進んでいる。同時に屋外展

示場全体に屋根をつける乙とも考慮中との乙とである。

「スイス交通博物館」のパンフレッ卜は日本語も混じ

え20か国語で書かれているととは有名だが，グアノレディ

ス館長は増加著しい日本人入館者のために ， 詳しい日本

語のパンフレッ トを作りたいというととで協力の要請が

あった。 とれは今年lとなって東京の交通博物館の協力を

得て拙訳で実現したととを付記しておきたい。

日本人の信用問題 以上見聞した限りの「スイス交通

樽物館」をまとめてみたが， 乙の機会 lζ一言述べさせて

いただきたい乙とがある。海外旅行の普及と共に ， 多く

の日本人が欧州へ視察 IL 出かけるのは喜ばしいことであ

る 。 入場料を払えば見学できる博物館の場合は余り問題

はないようだが，許可を得て見学させてもらう交通関係

施設などの場合，日本の悪評には耳を覆いたくなった。

確かに「百聞は一見にしかず」の諺通り，視察そのもの

は悪い乙とではない。だが忙しい時間をさいて案内をし

てもらっているのに . r無礼」としか表現のしようのな

い日本人視察団が多すぎる。私がある関係者から聞いた

話では ， 日本から20人の専門家の団体が来たが何の質問

もせず，ひどい人は説明中居眠りをしていたそうであ

る。あげくの果てに帰国後. r視察報告書」を書かねば

ならないので何か資料を送ってくれとの手紙を書いてき

たという ζ とだっ Tこ。

博物館を含めて欧州のちょっとした団体や会社なら年

次報告書や案内書(しかも英 ・ 仏 ・ 独の 3 か国語併記が

一般)があるので，それらに事前に目を通しておくのは

最低限の義務であり礼儀であろう。それでも訪問するの

はましな口で， せっかく約束を取りながら ， 直前になっ

て平気で取り消しをしたりするものがあとをたたない。

特に信用を溶とすケースとしては，会ったl時に送ると約

束した資料を送らない例などがあり ， まさに「黄害J の

感がある 。 日本語で「はい」は必ずしも肯定の意味ばか

りでなく ，間投詞としても使うが，外人相手では「イエ

ス」は必ず実行しなければならない言葉であることを肝

に銘じて欲しい。 私は経済的な理由から前回の欧州旅行

から 3 年のプランクがあり，おかげでその間，先方から

送ってくれた資料などに目を通していたので恥をかくと

ともなく. I時にはよい質問をするとのおほめにあずかっ

たが， やはり百聞に基づいての一見ζ そ価値あるものだ

と感じた次第である 。 世論I換気の意味で一言述べたわけ

である。

おわりに 門外漢にもかかわらず乙の誌上で 2 固にわ

たり拙稿を発表させていただいたのは，私が入手したグ

ーターは私個人ではなく ，日本人全体IL提供されたもの

と考え，何らかの形でZ公表する ζ とが私IC寄せてくれた

欧州の関係者の好意に報いることにもなると思ったから

である。とれらの博物館を訪れる際には，是非拙稿を踏

み台にして，更に発展させた質問をお願いして築をおく

乙とにする 。 (以上)

jj]'j巻46号 lζ統き ， 植田信行氏に執筆をお願いした。今

回は博物館運営だけでなく ， ヨ ー ロッパとのつきあい方

にまで， 話を拡げていただいた。国際交流の盛んな今

日 ， 経験豊富な氏の御指摘が参考となれば幸いである。

(編集委員佐藤美知男〕

一一一一一一一一一一-ー.JI"'IWI.~.""'"・町一一一一一F
【新しい展示】

ミニ S L 復活記
山口県立山口博物館

SLが復活したので紹介する。国鉄山口線K SLが復活し， 全国各地から SL フアジ

がおしかけているが，乙のほど県立山口博物館にもミ ニ 当館ICは，昭和33年 IC県立下松工業高校から寄贈を受
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けた C62型ミニ S L , 15分の 1 模型を展示していた。乙

れは ， 同校の生徒たちが製図から木型作り，鋳造切削ま

で，すべて生徒自身の手により製作し ， 昭和26年度の山

口県科学振興会へ出品 ， 特選に入賞したものである 。

と乙ろが， ζ のミニ SLは当初は石炭をたいて走る設

計であったが， 科学展の出品期限の切迫などもあって，

動かせる段階までには到っていなかった。博物館として

は何とか動かしたいものと考え，その相談を同校にもち

かけたところ ， 幸いにして， 現校長が昭和26年当時，機

械科の科長で生徒たちを指導してミニ SL製作lζ取り組

んだ方だったため， ζ のミニ SL復活に大いに乗り気 lこ

なられ，話はとんとん拍子に進んだ。

学校では，当初は ζ のミニ SL を修理，改造するつも

りであったが，分解して調べてみると強度その他から不

能とわかり，それならば新 し く作った方がよいという結

論になった。 新しいミニ SL は，レールグージから割り

出して 8.5 分の 1 と決定，その費用はレーノレ等を含めて

およそ70万円 と算出 された。 費用の支弁については，山

口県教育財団が国際児童年を記念して， 同校へ製作を依

頼し， できあがったものを博物館へ寄贈する乙とにな

り ， ミニ SL の本体分50万円と展示説明パネル費用12万

円の拠出を受ける こ とになった。レーノレ代等の20万円は

博物館で負担し ， いよいよミニ SL製作が本格化 した。

しか し， 工業高校の先生方にとって動くミニ SL の製

作は初めての経験なので，不明な点も多く ， その解決の

ため交通博物館や先進工業高校など，東京，大阪へも数

人の先生方が派遣され資料が集められた。学校内での直

接の製作の担当は機械科で，中でも若手の 3 人の先生を

中心にプロジェク ト チームが組まれ， 土曜， 日曜日も返

上しての製作作業が続いた。 レーノレの溶接 ， 部品の製図

など生徒にできるととろは実習の一環として授業に組み

込まれた。試行錯誤を繰り返し， 試作品がいくつも作 ら

れ検討され， よりよいものが製品となった。 例えば， 汽

笛などは音楽の先生が本物の汽笛の音から和音を見つけ

出し，それの近似の笛がいくつか試作され，もっとも本

物 lζ近いものが採用された。

このようにして学校あげてのミニ SL製作で 7 月初旬

延べ 3 ， 000 時間を費しての作業も終わり初運転に成功，

7 月 14 日夏休み前の生徒たちへの披露と報道発表をかね

て ， 荒外装のままミニ SL運転披露式が同校の校庭で行

われた。 とのことは日本テレビ系ズームインという番組

で全国へ放映された。

披露式後， 一旦分解され一つ一つの部品の詳しい図面

が作られ， 動輪やシャフ 卜 にはメッキを，外装部分は塗

装へと専門の工場へ外注され化粧直しが行われた後 8 月

1 日に山 口博物館へ運び込まれた。 このミニ SL は ， C 

62型 ， 8.5 分の 1. 5 インチグー ジ ， 全長 2 ， 700 ミリ，

重量は炭水車を含め 150 キロ ， その他に子供が 1 両当た

り 6 人乗れる客車が 2 両， レーノレは直線で40mで=ある 。

その姿は ， 普通よく見かけるレーノレグージと縮尺グー

ジの異なったずんぐりスタイルのものとは逢って， 全体

が正確に 8.5 分の 11ζ縮尺しであるため ， 写真に写しで

も本物と違わない程の迫力と重量感にあふれでいる 。

当館では， 8 月 2 日から 3 日間博物館の前庭に40 m直

線レーノレを敷き ， 披露運転を行うとともに，苦労してミ

ニ SL が誕生するまでの下松工業高校での製作過程の写

真パネル， 試行錯誤を重ねた試作品の数々や SLの原理

説明図などもあわせて展示し， 教育的効果をはかった。

披露運転会には ， 毎日 300 人程度の子供たちが押しかけ

終日にぎわった。子供たちの中には初めて石炭を見るも

のもあり，煙と石炭特有のにおい と SL独得の蒸気排出

音lζ魅せられ ， 3 日間通いづめの子供 もいた。

披露運転後の現在は ， 理工展示室の特別展示ケース中

に納まって観覧者の注目を引いている。時々は運転会も

行うつもりであるが， 重量的に移動がなかなか困難なの

で ， 年lζ 1~2 回程度になるであろう。

動態展示， 静態展示いずれにしても ， 当館にとっては

貴重な目玉資料が増え，館員一同大変喜んでいる 。 乙の

紙面を借りて ， 寄贈していただいた山口県教育財団，学

校中をあげて製作いただいた県立下松工業高校， とりわ

け ， 寝食を忘れ製作lζ没頭された中野， 藤林 ， 西村先生

l乙厚くお礼申しあげる 。 (佐伯陽一)
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